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　街なかの賑わいを再生するために重要なことは、まず人々が街なかを訪れるきっかけをつくることであ
る。 
　そのきっかけづくりとして設置した「わいわい！！コンテナ」には、佐賀では入手が困難な海外雑誌も含め、
幅広い年代のニーズに応えるおよそ100種に及ぶ雑誌のほか、絵本やマンガに限定した図書館というプロ
グラムと、子どもたちがのびのびと遊ぶことができる芝生広場を用意し、夜の「飲み屋街」となりつつある街
なかに、昼間の時間を消費する空間を提供した。 
　しかし、街なか全体の賑わいを再生していくためには、一定の場所に人を集めるだけではなく、街を訪れ
た人に街なかを回遊してもらうことがポイントである。そのためには、回遊動線となる商店街との連携や、
街の魅力を向上させるための仕掛けが必要である。 
　「わいわい!!コンテナ」を訪れた人に、近隣の商店街にも足を向けてもらうための試みとして、近隣商店街
の情報発信のための掲示板の設置や、ランチマップの制作・配布など、近隣商店街と連携するための取組
みを行った。 
　また、定期的に未就学の子どもを対象とした教室の開催や、地元アーティストによる市民参加型のイベン
トを開催するなど、コミュニティ活動の場としての活用を試みた。 
 

わいわい !! コンテナプロジェクトの位置づけ 

なかなか繋がらない市民と商店街の関係 
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わいわい !! コンテナのホームページ｜http://www.waiwai-saga.jp/ 
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■ 国別サイトアクセス数 
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■ 都道府県別サイトアクセス数｜2011/07/03 － 2012/01/31 
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１） 情報の収集と発信 

　（1） わいわい!!コンテナ WEBサイトの開設 

　　　・ 社会実験「わいわい!!コンテナ」の趣旨や目的、その他の情報を広く市民の方々に周知し、情報を発 
　　　   信するためのツールとしてホームページを制作した。 
 
　　　・ホームページ上では、この社会実験の意義や街なかの再生に向けた目標を市民の方々に共有して 
　　　  もらうための試みとして、「わいわい！！コンテナ」の取組みを応援してくれるサポーターの登録募集 
 　　　 を行った。（※ 登録者数｜86名） 
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■ サポーター登録者の年齢層 

■ サポーター登録者の居住地域 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　サイトを閲覧した人の数に対する登録率が高くない結果になったのは、佐賀におけるインター

　　ネット利用率が高くない（都道府県別普及率は 37 位）こと、また登録フォームに名前・メール

　　アドレスのほか、生年月日、任意ではあるものの住所・連絡先などの入力欄があったため個人情
　　報の流出を懸念した可能性があると考えられる。 
　　しかしながら、地元佐賀以外の県外からも多数のアクセスがあったのは、雑誌への掲載などが有
　　効に働いたためと考えられる。 
　　この社会実験の取組みに対する関心の深さが表れていると言える。 
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　（2） わいわい!! タイアップ店舗の登録募集 

　　　近隣商店街の店舗に向けてタイアップ店の登録を呼びかけ、コンテナ内へのPRチラシの設置や、掲
　　　示板コーナー、ギャラリースペースを活用した情報発信の促進を図った。 また、コンテナ内で焼き菓
　　　子などの受託販売や、来館者から希望があった場合、コンテナへの出前等の取り次ぎを受け付ける
　　　など、商店街と来館者をつなぐ役割を果たした。　 
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　　（3） 街なかランチマップの作成 ・ 配布 

　　　 「わいわい!!コンテナ」から徒歩5分圏内でランチ営業を行っている店舗のインフォメーションマ 
　　　  ップを作成し、コンテナ内に設置・配布することで、近隣の飲食店への回遊促進を図った。　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

自由に持ち帰りできるランチマップ 

第 1章　社会実験の実施報告 
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２） 市民との協働による整備　 

　地域住民が自ら整備に参加することで、住民同志のつながりを再構築しながら、互いに「共有（シェア）す
る心」を育むことを目指した。 
 
　（1） 芝生広場の整備 
　　　コンテナ前の広場の芝は、芝張りイベントを開催して地域住民の方々や子どもたちとの協働によっ

　　　て整備した。当日はあいにくの雨天にも関わらず、地域の方々や子どもたち50名が参加し、街なか再
　　　生会議のメンバーと協力して芝張りを行った。 

地域住民の方々と子どもたちよる芝張り

5/28 開催 芝張りイベント「しばふであそぼ !!」のポスター 芝張りに参加した地域住民の方々と子どもたち
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　（2） デッキの整備 
　　　　デッキは、塗装から組み立て、設置まですべて手作りで行った。現地での設置作業にはまちづくり 
　　　　活動をしている学生の参加もあった。 
 
　（3） レンガの小道整備 
　　　　レンガ舗装の小道は、オープン前夜に街なか再生会議と、仕事を終えた市職員の有志によって完 
　　　　成させた。 

デッキの製作 レンガ舗装の製作
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３） 街なかに人を呼び込むイベントの開催　 

　デッキや芝生広場は、日常は市民の憩いの場として利用され、週末や休日には催しやイベントスペースと
しても積極的に活用された。 
　毎月第3・第4土曜日に定期開催されている「さがし街なかにぎわい土曜祭」は従来の会場に加えて「わい
わい!!コンテナ」でも開催されるようになったことで会場が分散され、参加者が会場から会場へと移動する
ことにより、街なかを回遊する効果が見られた。 
 
　（1） 「わいわい!!コンテナ」・デッキ・芝生広場を活用して開催された主なイベント 
 
 

6/12 西本新聞 6/12 佐賀新聞 

芝張りイベント｜5/28（土）開催 
地域の住民・子どもたちと広場の芝張り
体験 

「わいわい !! コンテナ」オープニングイベント｜6/11（土）開催 
あいにくの雨天にもかかわらず、地域の 320 名の方々が来場。 
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ドリームアーティスト大志：写真展｜6/19～26 開催：ギャラリーとして初めての企画展 

キッズのための夕涼みコンサート｜8/27（土）開催：芝生の上でくつろぎながらのコンサート 

タグ鬼ごっこ大会｜8/28（日）開催：芝生広場を駆け回る子どもたち 
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BOOK マルシェの様子。芝生広場では出店者とお客さんが和気あいあいと会話を楽しむ様子が見られた。 

BOOK マルシェ佐賀 2011｜10/22（土）・23（日）開催 FM佐賀公開収録｜12/3（土）開催 
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　■ 街なかランチフェスティバル｜10/22（土）開催 

　　「わいわい!!コンテナ」と沿道・近隣の8店舗が協力し、道路を車両通行止めにして歩行者に開放 

　　  した。また、テーブルを出してランチフェスティバルを開催し、商店街との連携と波及効果を 
　　  検証した。また、BOOKマルシェとの共催により街なかの新たな楽しみ方を提案し、集客効果 
　　 を検証した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一定時間車の通行を止めたことにより、安心して開放的な気分でランチを楽しむ来場者の様子。 
賑わいが沿道まで出ることによって、イベントの開催を知らなかった人にも立ち寄る動機を与えることができる。 
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　（2） 定期的に開催されたイベント ・ コミュニティ活動 

　　■ さがし街なか にぎわい土曜祭 音楽祭｜毎月第3土曜日開催 

　　　これまで656広場、佐賀玉屋ふるさと館跡で開催されていた音楽祭を、新たに「わいわい!!コ 

　　　ンテナ」でも開催された。 
　　　同時に2箇所の会場で開催されるため、来場者が「わいわい!!コンテナ」⇔ ふるさと館跡間、　
　 　「わいわい!!コンテナ」⇔ 656広場間の動線を歩いて回遊する姿が見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　■ さがし街なか にぎわい土曜祭 わいわいキッズタウン｜毎月第4土曜日開催 

　　　佐賀の未来を担う子どもたちを対象として開催されたわいわいキッズタウンは、ワークショッ
　　　プ形式でアートの楽しさを体験できるイベントである。地元佐賀在住の画家、立石 覚氏の協力
　　　を得て繰り広げられるアート教室は時には芝生広場で、時にはコンテナの中で、地域の方々が 
　　　親子で楽しむ姿が見られた。 
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　　■ GENKIランゲージセンター：わいわい!!コンテナで英語にふれよう 英語であそぼう 
　　｜毎週火曜日開催 

　　　げんきランゲージセンターの協力によってスタートした未就学の小さな子ども向け英語教室　

　 　「英語にふれよう・英語であそぼう！」は、当初夏休み限定の企画であったが、参加したお 
　　　母さんたちからの希望により、社会実験終了の1月まで週1回、計21回開催された。 
　　　天気の良い日に子どもたちが芝生広場で遊びながら英語にふれ、楽しんでいる様子が毎週見 
　　   られ、その光景が次第に定着していった。 
　　   このような持続的な活動の様子が日常の風景となることで、街なかの賑わいに繋がっていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

英語にふれよう・英語であそぼう ! の様子。このような日常の活動の風景が街なかに賑わいをもたらしていた。 
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　（3） 大学やその他の団体と連携して開催されたワークショップやイベント 

　　■ シェリ・ブラウン ダンス公演｜6/25（土）開催（佐賀在住のアーティストグループと連携） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

　　■「まちなかアキチリビング」ワークショップ｜7/3（日）開催（佐賀大学地域連携デザイン工
　　　 房と連携） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アメリカ（シアトル）在住のダンサー、シェリ・ブラウンさんを招
いてのコンテンポラリーダンス公演の様子 

「街なかに求められるパブリックスペースのあり方」をテーマに開
催されたワークショップ。 
学生たちによる公開プレゼンテーションと、市民投票による公開審
査も行われた。 
１位を獲得した「ぽちぽちきゅーびっく」は後に学生自らによって
製作され、子どもたちに人気の遊具となった。 
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　　■ 東日本大震災復興支援 大学コンソーシアム祭｜12/11（日）開催 
　　　※ 主催 / 佐賀県内6大学による連合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　■ おりがみ建築教室｜12/23（金）開催     ※ 主催 / 佐賀県建築士会 青年部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県内の大学生が主体となって、震災復興支援イベントを企画・
開催し、被災地支援の報告や、募金活動、フリーマーケット
などを行った。 

佐賀県建築士会 青年部に所属する建築士有志による「おりがみアート教室」子どもたちもハサミを片手に真剣な様子。 
世代を超えた交流が生まれた。 
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